
店主のコメント
○ 江戸時代に建築され、元々河内木綿の問屋を営んでいた建物を、大正時代に板倉家(益太郎)が購入して

　大正14年に和菓店を創業しました。

○ 現在この建物は、店舗として利用していて住居部分は別棟になっています。

○５０年ぶりに数年前にかやの葺き替えを行いました。それまで葺いていた部分を下に残し上に新たに葺

　いてもらいました。厚みは厚くなり、1メートル以上あります。

○ 古民家である不便さより、お店としてのメリットのほうが大きいと感じています。

■ 所在地：八尾市東本町

■ 文化財指定：国登録有形文化財  平成11年登録  八尾市内第1号。

■ 民家の形状：大和棟の大型の民家で、切妻造の茅葺屋根に、庇は本瓦葺です。

■ 築年数：江戸時代(18世紀前半) 約300年。八尾市内最古の民家の1つ。

■ 活用用途：和菓子店+住宅

菓子店 座敷

與兵衛 桃林堂
木綿問屋(旧家) → 和菓子店
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